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第 5章 母語の違いによる母音長短の範疇化の検証（実験 2） 
 第 5章では、中国語北方方言母語話者における母音長短の知覚範疇化の状態を明らか
にすることを目的として行った知覚実験（実験 2）を報告した。実験参加者は中国語北
方方言母語話者と韓国語母語話者各 10 名（それぞれ日本語初級 5 名、中・上級 5 名）、
およびフィンランド語母語話者（日本語初級）と日本語母語話者各 5名である。 





















































































 知覚時の母音長短の範疇化が不十分であることには、実験 2 や実験 3-2 の結果より、
母音長変化の知覚方法が日本語母語話者とは異なることが関係している可能性を指摘
した。実験 2や実験 3-2では、日本語母語話者は母音長の変化を離散的に感じ取ってい
るのに対し、中国語北方方言母語話者は離散的に知覚している場合もあれば、連続的に
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知覚している場合もあることが確認された。母音長変化を連続的に知覚するということ
は、長短が曖昧な母音の持続時間帯が広いことを意味する。学習者における母音長短の
知覚範疇の形成不全には、母音長が異なる刺激音対の弁別力が日本語母語話者よりも低
いことが影響しているとも思われる。このことは、中国語北方方言母語話者は日本語母
語話者に比べ、範疇境界付近での母音長判断が不明瞭であることを意味する。中国語北
方方言母語話者と日本語母語話者間にあるこれらの相違は、母音の長さを音韻的に区別
しない言語を母語として生育してきたことの影響として考えられることを述べた。 
知覚面での母音長判断には、母語の影響というよりもターゲット母音の音響的な性質
が関係していると思われる現象も見られた。実験 3-1では、母音の音環境によって、母
音長判断の難易に違いが生じることが示された。実験 3-2では、中国語北方方言母語話
者、日本語母語話者ともに、ターゲット母音の音節位置やピッチ型の違いにより、母音
長変化を知覚するタイミングや母音長短の範疇的知覚の程度に違いが見られた。このよ
うな結果に基づくなら、ターゲット母音に備わる音響的な特性が母語の相違を超えて、
両話者共通の反応を引き起こしたと考えられることを述べた。 
 以上の考察内容より、中国語北方方言母語話者に母音長の混同が生成面でも知覚面で
も生じる理由として考えられることを本研究の結論として述べた。まず、生成時の問題
は、知覚面の母音長短の範疇化が不十分なことにある。次に、知覚面での混同は、母語
の影響により日本語母語話者とは異なる方法で母音長の変化を感じとっていること、そ
のために、長短が曖昧になる領域が広くなることが関係する。母音長の知覚判断には、
母語の影響以外に聴取対象母音に付帯する音響的性質も関与しており、それによって、
母音長判断の難易や範疇的知覚の程度に違いが生じる。関係するこれらの要素が相まっ
て、日本語母音の長短混同が生成面、知覚面で生じると結論づけられる。 
 本研究から日本語音声教育へ示唆される事柄は複数ある。例えば、語末母音長につい
ては、日本語母語話者であっても完全に範疇的に知覚しているわけではないという実験
結果を本研究では示したが、これは、日本語母語話者が通常行っている母音長短の知覚
判断は、かなりの程度、語彙知識や文脈に依存していることを示唆するものである。こ
れを踏まえれば、学習者に母音の長さに注意を集中させるようなトレーニングには限界
があり、教師は学習者に、母語話者が利用している語彙知識や文脈情報を用いるよう促
す必要があるということになる。本研究の成果を日本語教育の場に還元するためには、
母音長判断における語彙知識との関連を分析することや、教授場面での効果を検証する
ことなどが必要である。これらを今後の課題とすることを述べた。 
